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 市販酷酸繊維素を用ひ乾式にて紡糸 し紡糸の條件ε糸の性質の關係を求めナこり

 一定濃度の紡糸液に封 しては一定の歴必要な り歴弱きに過 ぐるも強きに過 ぐるも紡

糸 し得す 同一條件の下にて紡糸の際一定の速反にて紡糸 したるもの最高彊力を與ふ

此速度は糸が鯨り張 く引張 られざる如きものなる可 く又反封に餓 り腸 くして糸が弛む

如きものな らざる事を要す

 糸の強度は紡糸液の濃度 歴によるものなれば強力なる糸を得んには濃度 歴及び

速度の關係を一定に澤ぶこミ必要な り

 温度の影響は勿論粘度に關係し流出量及び糸の品質に現はる 其他の影響に就ては

精確に観察せ られざりき 然れさも20-40痩 の範園にては一定の條鍛 こより能 く良

好なる糸を作り得

 溶制の比較試、訟に於てアセ5ン にベ ンゾール5,10,15,及 び20%を 擁ヘナこるもの

〉内にて最良"41」合を見幽しナこり本例に於τベ ンゾール10%を 加ヘナこるもの最適當な

りき アセ トンに酒精を加ヘナこる蝪合にも最良割合あ り 酒精20%を 加ヘナこるもの

最良なりき アセbン に封 し20%の 酒精及びベンゾールの混合物7sbRへ たるに同量

の混合物 よりは異量の混合物の方適當な りき

 アセ トン中に水10%以 下存在する時は糸の彊力に著 しく影響せす然れさも光澤に

は水10%は 著 しき影響あ りナこり
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